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いつでも

あなたのそばに

医療法人玉水会は、利用者様の健康を守り、

地域社会へ貢献していきます。
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わたしたちは長年この地で地域に密着した医療を行ってきました。今、わたしたち

に求められるもっとも大切な使命は、急性期治療を終えた患者様が住み慣れたご自宅

へ帰れるように積極的な治療・リハビリテーションを行うことだと考えております。

ご自宅への退院が難しい場合にも、関連施設や地域の医療・介護施設と連携して退院

支援を行っていきます。

また、外来かかりつけ医として生活習慣病、消化器疾患、感染症、高齢者特有の病

気などさまざまな病気に対する診断・治療を行っております。わたしたちは患者様の

幸せな生活が長く続きますように外来でしっかりサポートしていきます。

その他、近隣のクリニックとの連携や病院への外来受診が

難しい患者様への訪問診療・訪問看護の充実をはかり地域医療に

貢献してまいります。

医療は日々進歩しており高度な知識と技術、専門性が

必要不可欠です。わたしたちは最良の医療・看護・介護の

提供を目指して、職員一同、日々自己研鑽に努めてまいります。
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ご挨拶

玉水会病院は、明治25年以来100有余年にわたり、下伊敷の

地で玉水堂、中江病院、そして玉水会病院へと病院名を改称し

ながら、その時代に必要とされた医療を提供してまいりました。

これからも地域の皆様の健康を守り続けるため、日進月歩す

る医療サービスを目標に職員一同研鑽を積んでいきます。

医療法人 玉水会 理事長 永友 知澄

医療法人 玉水会 玉水会病院 院長 小瀨戸 一平
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病院の概要

1.病院の基本情報

医療法人 玉水会
玉水会病院

【診療科目】

内科・循環器内科・消化器内科・神経内科・心療内科・糖尿病内科

リハビリテーション科

【所在地】

〒890-0005

鹿児島県鹿児島市下伊敷1丁目1番5号

TEL：099-223-3330 FAX：099-222-6541

開設者 医療法人 玉水会

代表者 理事長 永友 知澄

管理者 院 長 小瀨戸 一平

【病床数】 一般病床 71床

（急性期一般病床 26床）

（地域包括ケア病床 18床）

（回復期リハ病床 27床）
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病院の概要

2.病院の沿革

明治25年 中江佐八郎が玉水堂を開設

明治36年 サナトリゥム海浜院設立

昭和24年1月 中江医院開設 院長：中江好孝

昭和33年10月 中江病院開設 院長：中江好孝，35床

昭和33年12月 医療法人玉水会設立

昭和50年4月 一般病床40床，結核病床10床

昭和52年8月 第1期増改築

昭和56年2月 一般病床78床

昭和57年7月 第2期増改築

昭和57年9月 一般病床108床

昭和58年4月 一般病床96床

昭和61年5月 永友知澄 病院長 就任

平成2年12月 診療体制の充実 内科・循環器内科・消化器内科・神経内科・理学診療科

平成3年2月 玉水会病院に改称

平成3年2月 第3期増改築

平成3年3月 老人保健施設 スイートケアなかよし（50床） 開設

通所リハビリテーション（20人）開設

平成3年4月 一般病床71床（老人保健施設スイートケアなかよし50床開設による減床）

平成8年9月 いしき訪問看護ステーション開設（医療法人玉水会）

平成11年9月 一般病床48床，療養病床23床

平成15年5月 診療科目に心療内科を追加

平成18年4月 13対1入院基本料48床

平成18年9月 10対1入院基本料40床 亜急性入院医療管理料8床

平成21年5月 回復期リハビリテーション病棟２ 23床

平成22年1月 10対1入院基本料38床 亜急性入院医療管理料10床

平成26年10月 在宅療養支援病院

一般病床71床（療養病床の転換）

10対1入院基本料26床

地域包括ケア入院医療管理料１ 18床

回復期リハビリテーション病棟２ 27床

平成28年6月 回復期リハビリテーション病棟１ 27床

平成30年10月 急性期一般入院料５ 26床

令和4年4月 小瀨戸 一平 病院長 就任

令和4年8月 急性期一般入院料4 26床
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病院の概要

3.入院基本料等実施状況

（医療保険）太字は令和4年度から開始、取消線は取り下げ 保険医療機関コード ０１，１11５，７

区 分 入院基本料，加算等 算定開始年月日

基本診療料

急性期一般入院基本料5（令和4年より基本料4） 26床 平成30年4月1日

急性期一般入院基本料4 26床 令和4年8月1日

地域包括ケア入院医療管理料1
（看護職員配置加算・看護補助体制充実加算）

18床 平成28年 2月 1日

回復期リハビリテーション病棟入院料1（体制強化加算2） 27床 平成28年 6月 1日

入退院支援加算1（総合機能評価加算） 令和2年 10月 1日

診療録管理体制加算２ 平成18年 8月 1日

データ提出加算（1及び3） 平成26年 10月 1日

重傷者等療養環境特別加算 平成11年 9月 1日

感染対策向上加算3 令和4年 4月 1日

医療安全対策加算２（医療安全対策地域連携加算２） 平成30年 4月 1日

機能強化加算 平成30年 4月 1日

後発医薬品使用体制加算１ 平成28年 7月 1日

病棟薬剤業務実施加算１ 平成27年 5月 1日

入院時食事療養 （ Ｉ ） ・入院時生活療養（ Ｉ ） 平成15年 5月 1日

せん妄ハイリスク患者ケア加算 令和2年 4月 1日

認知症ケア加算3 令和2年 4月 1日

特掲
診療料

脳血管疾患リハビリテーションⅡ
（廃用症候群リハビリテーション料Ⅱ）

平成24年 4月 1日

運動器リハビリテーションⅠ 平成22年 4月 1日

呼吸器リハビリテーションⅠ 平成20年 10月 1日

がん患者リハビリテーション料 令和3年 9月 1日

集団コミュニケーション療法料 平成20年 4月 1日

二次性骨折予防継続管理料2 令和4年 5月 1日

二次性骨折予防継続管理料3 令和4年 5月 1日

地域包括診療料1 平成30年 6月 1日

在宅療養支援病院2 平成24年 4月 1日

在宅時医学総合管理料及び施設入居時総合管理料 平成30年 5月 1日

薬剤管理指導料 平成11年 4月 1日

がん性疼痛緩和指導管理料 平成28年 7月 1日

がん治療連携指導料 平成23年 12月 1日

ニコチン依存症管理料 平成18年 10月 1日

CT撮影及びMRI撮影（4列以上16列未満のマルチスライスCT） 平成24年 4月 1日

酸素単価 令和4年 4月 1日

胃瘻造設術（令和5年2月1日取り下げ） 平成27年 4月 1日

（指定医療機関等）
特定疾患治療研究事業委託医療機関 生活保護法指定医療機関

原子爆弾被害者一般疾病医療取扱医療機関 指定自立支援医療機関（精神通院）

身体障害者福祉法指定医 結核健診医療機関

難病の患者に対する医療等に関する法律第14条第1項の規定に基づく指定医療機関

財団法人 日本医療機能評価機構 認定 認知症サポート医
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病院の概要

4.組織図

診療部

地域連携室
（総合ご相談窓口）

栄養科

薬剤科

検査科

放射線科

一般病棟

回復期リハ病棟

外来

診療情報管理室

看護部

医療技術部

看介護科

歯科

薬剤科

リハビリテーション科

栄養科

医療福祉相談科

通所リハビリテーション科

地域連携室

訪問リハビリ部門

訪問診療部門

企画室

経理・庶務課

医事課

老健部

訪問看護
ステーション

在宅部

総務本部

病院長

施設長理事長

経営検討会
運営会議
各種委員会

事務長

理事会

なかえグループ本部

統括理事

玉水会代表 中江報徳園代表

事業推進部長

在宅サービス部門
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病院の概要

5.各種委員会

⑭サービス向上対策委員会
⑮教育委員会
⑯災害対策委員会
⑰倫理委員会
⑱購買品・業者選定委員会
⑲輸血療法委員会
（特）禁煙サポート委員会
（特）糖尿病透析予防診療チーム
（特）勤務医負担軽減検討会議
（特）業務調整プロジェクトチーム

①医療安全管理委員会
②感染対策委員会
③褥瘡対策委員会
④診療記録管理とコーディング委員会
⑤個人情報保護推進委員会
⑥医療ガス安全管理委員会
⑨クリニカルパス委員会
⑩栄養サポートチーム
⑪診療報酬検討会
⑫医療福祉連携調整会
⑬栄養食事サービス会議

【法人全体委員会】

・責任者会議（老健）
・老健会議（老健）
・感染対策委員会（老健）
・リスクマネジメント委員会(老健）
・身体拘束廃止委員会（老健）
・訪問看護ST会議（訪問看護）
・カンファレンス(訪問看護）
・在宅部会（在宅サービス部門）
・医事ミーティング（医事課）

・診療部会（診療部）
・看護連絡会（看護部）
〈教育委員会〉
〈業務検討委員会〉
・2階病棟会（看護部）
・3階病棟会（看護部）
・外来ナース会（看護部）
・感染対策委員会（看護部）
・医療技術部会（医療技術部）
・薬剤科会（医療技術部）
・ミーティング（老健）

【各部署内委員会】
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理念・計画

1.私たちの使命（理念）

知 恩 報 徳
ち おん ほう とく

2.私たちの目指すもの（基本方針）

3.私たちの役割（活動方針）

～ 世の中の恩を知り、全ての事柄に感謝の気持ちを持って接する ～

ご利用者様の健康を守り続け地域社会に貢献すること

これが医療法人玉水会の原点です

１.安全・安心・健康

「ご利用者様」との信頼関係を築き、法令及び職業倫理を遵守し、安全・安心・健康を守るために

科学的で適正な医療・介護を提供します。

２.地域包括ケアシステムの推進

地域社会との連携協力をはかり、地域包括ケアシステムの実現を目指します。

３.働きやすい職場と研修の充実

職員が相互協力し働きやすい職場環境をつくり、充実した研修事業で人材育成を推進します

４.効率的な経営

職員各自が自覚をもって健全な経営に協力し、効率的で合理的な経営を行います。

１． 社会復帰への適切な診療・ケア・リハビリの推進
２． 医療連携による地域社会に開かれた医療体制
３． わかりやすい説明で納得のいく医療の提供（パートナーシップ）
４． 疾病の予防と健康の維持増進をサポート

１． ご利用者様の意思及び希望の尊重

２． 活き活きした日常生活を営めるための支援

３． 在宅復帰を目指した介護サービスの提供

４． 地域連携による在宅復帰後のサポート

１． 予防的支援から看取りまでの専門的な援助

２． ２４時間対応体制による緊急時の支援

３． 他職種と連携協力し、利用者様に必要なサービスの提供を行う

玉水会病院

老人保健施設
スイートケアなかよし

いしき訪問看護
ステーション
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理念・計画

4.令和4年度 事業計画

理念 知恩報徳（世の中の恩を知り、全ての事柄に感謝の気持ちを持って接する）ご利用者様の健康を守り続け地域社会に貢献する事、これが医療法人玉水会の原点です

基本方針 Ⅰ 安全・安心・健康 Ⅱ 地域包括ケアシステムの推進 Ⅲ 働きやすい職場と研修の充実 Ⅳ 効率的な経営

中長期目
標

①サービスの充実・強化
①連携・協働を意識した

組織づくり
③ICTを用いた業務の効率化の

推進
④健全な財務規律の確立

②法令・社会的ルールの遵守
（コンプライアンス）

②グループ内共同事業の推進・
連携強化

④職員の専門知識の習得・技術
向上を目指す

②トータル的な人材マネジメント
システムの構築

法人年度目標 『小さな取組み、PDCAサイクル みんなですればおおきな成果』

視
点

中長期
計画

目的・課題 重要成功要因 業績目標
行動計画

（アクションプラン）
責任者

（取りまとめ）

財
務
の
視
点

Ⅳ-①
Ⅱ-①

・離職者を減らし採用コストを
低減する

・離職率の低減
・離職率10%以下（令
和3年度予測14.8%）

・積極的な現場介入及び
ヒアリングを実施する

総務部長・看護部
長・医療技術部長・
老健科長

・新卒者の採用
・紹介手数料の削減

・新卒採用 4名
・無料及び低コスト紹介の
利用

・学校訪問 総務部長

Ⅱ-① ・利用者の増加
・利用者の獲得
・利用者流出防止

・部署長の経営参画
・部署長へのヒアリング実施
（R4.6月まで）

事務長・各部署長

顧
客
の
視
点

Ⅰ-①
Ⅱ-①

・在宅サービスの展開 ・利用者の増加

・訪問診療 月130名
・訪問リハ 月40名
・訪問看護 月70名
・訪問栄養指導 月10名

・外来患者の取り込み
・連携調整会の強化

在宅部（長）

Ⅱ-①
・法人知名度向上のための
広報活動を行う

・広報活動の確認

・広報誌年3回、年報
年1回

・広報誌（季刊誌）の
発行、近隣施設への案内

サービス向上対策
委員会

・ホームページ 月1回更新 ・ホームページの見直し 企画室

Ⅰ-①
Ⅲ-②

・病院機能評価の認定更新
・病院機能評価の更新
（R5.1)

・更新受審の準備
・プロジェクトチームの立上
げ

事務長

Ⅰ-①②
Ⅱ-②

・利用者への環境の整備を行う

・施設設備の検討 ・医療機器の検討
・必要な設備機器の
洗い出し

各部署長
企画室

・病院間連携の推進 ・地域連携室の確立
・社会福祉士 2名
・その他職員 2名

総務部長

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

Ⅲ-①
Ⅳ-①

・補助金を活用した業務効率
アップの推進

・顔認証カードリーダーシス
テムの導入

・顔認証カードリーダー運用
開始
・機器設置、マイナンバー
カードの保険証利用推進

・加算算定
医事課
企画室

Ⅰ-② ・安全なサービスを提供する
・虐待、拘束、ハラスメント
対策

・マニュアルの見直し ・研修会の実施 ・医療安全管理者

人
材
と
変
革
の
視
点

Ⅲ-② ・各部署の組織体制強化 ・中間管理者の育成
・各部署管理者のヒアリン
グ実施

・次世代中間管理職の
選定

事務長
総務部長

Ⅱ-①
・地域における公益的取組みを
推進する

・地域への感染症対策の
広報

・感染対策パンフレットの
作成

・外来での配布等
感染対策委員会
企画室

Ⅰ-① ・災害への対策を行う ・BCPの見直し
・防災ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝの策定
・感染対策ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝの策
定

・研修の実施
各部署長
企画室



目標 実績

・離職率10%以下

・新卒採用4名

・無料及び低コスト紹介の活用）

・離職率実績10.9%  

・新卒採用実績 1人

・紹介手数料 削減

・部署長の経営参画
自院の幹部職は「経営は他人ごとではなく自分ごと」という経営者視点を持っている

地域における支持を高めるための幹部職の「志事（しごと）」に期待

・訪問診療 月130名

・訪問看護 月70名

・訪問リハ 月70名

・訪問栄養指導 月10名

・訪問診療 月106.7名（82.1%）

・訪問看護 月51.7名（73.9%）

・訪問リハ 月28.9名（72.2%）

・訪問栄養指導 月0名

・広報誌 年3回、年報 年1回発行

・ホームページ 月1回更新

・広報誌発行実績3回、年報発行実績1回

・新ホームページ、2023年2月8日に公開

・更新受審の準備
（第1～3領域）部長及び（第4領域）事務長のリーダーシップをもとに、更新に向けて
取り組んだ

・医療機器の検討
・地域連携室の確立

・中心静脈カテーテル（PICC）
・ポータブル・エコー
・Free style リブレ
・オンライン資格確認システム
・コロナ・インフル検査キットの備え等を導入

・地域連携室の確立について社会福祉士を2名採用、看護師を他部署より1名異動し、
戦力の再活性化を図った

・顔認証カードリーダー運用開始
・機器設置、マイナンバーカードの保険証利用推進

当該システムを2023年2月1日より運用開始
ホームページにも情報を公開

11

※結果は新年度となるため、KPIは取り組み態度とした

理念・計画

5.実績

看護職23名新規採用でき、戦力は強化

※前年度14.8%から大幅改善

※実績は2022年4月～2023年1月
上記期間にて調査
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理念・計画

5.実績

目標 実績：評価

・マニュアルの見直し 本件で事故発生は無し、マニュアル見直しは進行中

・各部署管理者のヒアリング実施
各部署管理者とのヒアリングを年間を通じ実施
新年度もフラットで良好な職場環境を醸成していく

・感染対策パンフレットの作成 進行中、次年度に作成予定

・防災シミュレーションの策定

・感染対策シミュレーションの策定
進行中、次年度より専任チームを立ち上げ予定
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理念・計画

6.令和4年度 法人目標

小さな取組み、PDCAサイクル

みんなですれば大きな成果

7.部署目標

部署 目標

診療部

1.臨床倫理の検討 ⇒ 日常診療における倫理的課題を病棟カンファレンスもしくは診療部会で月1例以上検討

2.インフォームド・コンセントの充実 ⇒ インフォームド・コンセントの詳細マニュアル見直し
（手順・ルールなど）：R４年9月末までに

3.診療の質の向上に向けた活動 ⇒ ①月1回の症例検討 ②令和4年9月までに

4.病院の機能の明文化に取り組む ⇒ 令和4年9月までに明文化する

5.自院のＰＲに取り組む ⇒ 臨床指標の選択、自院の疾病分類や手術統計等を把握する

6.多職との連携を密にし情報の共有を図る ⇒ 週1回の病棟カンファレンス、年4回の院内研修へ
参加する

7.教育・研修の充実 ⇒ 月4回以上の学術講演会への参加、年2回以上の医学雑誌等への寄稿

8.病床利用率の向上による入院収入のアップ ⇒ 毎月の病床利用率85%以上を目指す

9.院内感染予防の徹底による経営悪化の回避 ⇒ 院内感染ゼロを目指す

医

療

技

術

部

検査科

1.高精度な迅速な検査結果報告 ⇒ 精度管理の実施

2.医療機器の保守管理 ⇒ 日々の点検とメーカー点検(年１～２回)
・末血機器 買い替え時期の検討(試薬製造中止のため)

3.医療事故防止への取り組み ⇒ 結果誤報告 0 ヒヤリハット1件／月

4.積極的な研修参加 ⇒ 院外年1回以上 院内は全参加

5.非常勤職員の配置 ⇒ 職員健診時、また検査数、生理検査室が使えない等を考慮し非常勤
技師の勤務調整を行う

6.試薬管理の徹底 ⇒ 廃棄試薬 0

7.外注機関との連携 ⇒ 情報収集

放射線科

1.正確な画像の提供 ⇒ ＣＴ．一般撮影装置の定期的な精度管理

2.医療従事者に対する放射線被ばく防護研修実施 ⇒ 放射線防護について正確な理解

3.ＣＴ．一般撮影装置の日常点検の実施及び記録 ⇒ 装置の故障に繋がる原因を早期に
発見

4.ＣＴやポータブル撮影時等における工夫 ⇒ ＣＴやポータブル撮影等での患者様の背中、
腰などの痛み軽減を行う

5.他院紹介用のＣＤの正確で安定した作成 ⇒ 紹介用ＣＤ誤った作成・・・・目標0件

6. 2名の技師で業務による情報共有 ⇒ 病院の放射線業務に支障が出ないように勤務する

7.放射線機器の更新 ⇒ ＣＴ装置（9年前設置）は4列で検査が多い時にはくなったときには待ち
時間が発生、16列くらいのＣＴ装置に更新したい
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理念・計画

7.部署目標

部署 目標

医

療

技

術

部

薬剤科

1.業務手順の見直し
①実際の業務と乖離していないか ⇒ ①前年度未完の継続にて12月末までの見直し
②機能評価受審項目内容に適合した手順か ⇒ ②機能評価受審項目のチェックを上半期で行う

2.ヒヤリハット報告件数の増加 ⇒ 2件/月

3.薬剤調整加算、2剤逓減加算の取組み継続 ⇒ 薬剤調整加算：24件/年
2剤逓減加算の取組み継続：12件/年

4.薬剤管理サマリーの取組み継続 ⇒ 転院、退院時に必要と思われる症例：60件/年

5.転院、退院の状況を見据えた服薬指導 ⇒ 薬剤管理指導

6.退院後の継続的な薬学的管理指導の支援 ⇒ 退院時薬剤情報管理指導料、
退院時薬剤情報連携加算の取組み（お薬手帳の充実）

7.調剤支援システムの更新 ⇒ 6月末までの更新

8.勤務体制の多様性の継続 ⇒ 個々人の背景、状況に応じた勤務体制について病院運営部に
相談

9.Ｗｅｂ研修会、学会参加の継続 ⇒ 県病院薬剤師会等の研修会等の把握と情報提供

10.後発医薬品使用体制加算Ⅰ（後発医薬品の割合：90%以上、カットオフ値50%
以上）の継続、維持 ⇒ 新発売となった後発医薬品の3ヶ月以内の選定

11.看護必要度の薬剤3種の項への協力 ⇒ 院内採用薬の該当品目チェックと情報提供を
5月連休明けまで

12.薬剤管理指導件数確保 ⇒ 360件/年

栄養科

1.感染対策 ⇒ 通年 1回/月

2.入院時栄養評価の質の向上 ⇒ 通年

3.災害対策 ⇒ 災害時調理シミュレーションの実施 1回/年

4.情報共有により、変わらない栄養ケアの提供を実現する ⇒ 栄養情報提供書 3件/月

5.訪問栄養食事指導体制の安定化 ⇒ 実施件数 2件/月

6.栄養管理技術の向上をはかる ⇒ 研修参加 4回/年

7.有給休暇を計画的に取得する ⇒ 有給休暇取得 5日/年

8.栄養食事指導対象患者を早期に把握・介入を行う ⇒ 栄養食事指導件数 25件/月

リハビリ
テーション

科

1.リスクを共有できる体制を整備する ⇒ 通年

2.感染対策の継続 ⇒ 上半期内

3.スタッフの心身の不調に速やかに対応する ⇒ 通年

4.訪問リハの体制整備 ⇒ 訪問件数前年比増

5.グループ関連施設への入院時、退院前訪問を行い、相互に顔の見える連携を具体化する
⇒ コロナと状況等を鑑み上半期に先ず１件

6.退院前訪問を行った事例の退院後訪問を行う ⇒ コロナと状況等を鑑み上半期に先ず１件

7.科内組織に則した役割、業務分掌を構築する ⇒ 上半期までに

8.有給休暇を計画的に取得する ⇒ 通年

9.認定資格取得を後押しする ⇒ 通年

10.欠員を補充する ⇒ 実施単位一昨年度同月比100％、前年度同月比120％

11.心大血管リハⅠ、脳血管リハⅠの体制 ⇒ 通年

12.電子カルテ運用の見直し ⇒ 通年
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理念・計画

部署 目標

看

護

部

看護部

1.医療事故防止に努める ⇒ インシデント報告の提出促進、重大報告の件数の減少（半数以下）

2.感染管理の徹底 ⇒ コロナ院内発生を０件

3.患者・家族のニーズに合わせた「退院のゴール設定」を行い退院支援を多職種で
協働して行う ⇒ 退院支援カンファレンス開催（100％）

4.業務改善に取り組む ⇒ 時間外業務の分析と超過勤務減少に向けての対策の実施

5.人材育成（マンパワーの充足と人材育成）⇒ 院外研修に積極的に参加し看護の質向上、
コロナ禍での院内研修体制の見直し、看護補助者研修の充実

6.病院機能評価の再審準備を通じ看護の質向上 ⇒ 職員各々が役割機能を発揮して受審
参加

7.適切な病床管理、物品管理 ⇒ データ管理及び情報共有、物品台帳の整理、５ｓ活動

8.看護必要度や診療報酬改定に理解を深めマネジメント ⇒ 施設基準の獲得、汎用の
取り漏れ防止

看護部
（外来）

1.外来サービスの充実･強化 ⇒ 待ち時間･接遇に関するＣＳを約80％減。

2.外来における安全な環境の提供 ⇒ インシデント件数減少（転倒･転落・注射・検査）

3.感染対策の徹底 ⇒ ラビジェル個人使用量を勤務時間に応じ設定
8H：22ｍL/日 6H：16ｍL/日 4H：11ｍ/日L

4.訪問診療の充実 ⇒ 訪問診療導入患者、退院前病棟訪問100％
新規開始・緊急往診 月１件以上

5.外来看護師としての専門知識の習得、技術向上 ⇒ 月1回の学習会の開催
外来業務手順またはマニュアル見直し2事例以上

6.院内外の研修会参加 ⇒ 院外：1人1回以上参加

7.外来会議の開催 ⇒ 毎月開催

8.汎用漏れの減少 ⇒ 処置に関する汎用100％。

看護部
（2階病棟）

1.安全な療養環境の提供 ⇒ 転倒転落が昨年度より70％減少できる、注入中のチューブ抜去を
起こさない

2.安心できる療養環境の提供 ⇒ 抑制解除に向けたｶﾝﾌｧﾚﾝｽの実施（100％）

3.感染対策の徹底 ⇒ 擦式消毒液の使用量を増加させる

4.個別性のある退院支援を行う ⇒ 看護師の退院支援カンファレンスの実施（100％）
リハビリテーション科や相談員と密な情報交換
家族へ情報提供、入院中月１回以上（100％）

5.スタッフの能力向上をはかる ⇒ 伝達意欲を持って院外研修に参加できる

6.在宅復帰への支援 ⇒ 在宅復帰率を７０％以上を維持する

看護部
（3階病棟）

1.医療事故防止 ⇒ アクシデント件数2件以下

2.適切な物品管理を行い業務の効率化を図る ⇒ チェックリスト３つの作成と定期的な点検
(80％)

3.感染対策の徹底 ⇒ 擦拭消毒剤の使用量前年度比10％増

4.適切な退院支援 ⇒ 受持ち看護師主体のサマリー記載80％以上

5.患者個々に添った退院支援が出来る ⇒ タブレット利用による患者家族の思いに寄り添う援助
（年間10例）

6.ワークライフバランス及び離職防止 ⇒ 面談の実施（80％）
年休取得（一人5日以上）の促進(100％)

7.専門知識の習得と技術向上 ⇒ 年5回以上の勉強会実施

8.院外研修へのﾘﾓｰﾄ参加と職員のスキルアップを図る ⇒ 一人年1回以上研修参加

9.看護研究への取り組み ⇒ 院内の取り組み報告

10.適切な病床管理 ⇒ 施設基準の獲得

11.看護補助者体制の整備促進 ⇒ 看護管理者研修への参加(2名/年）、 研修実施

12.病院機能評価受審 ⇒ 更新

7.部署目標
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理念・計画

部署 目標

老

健

部

入所

1.感染対策の継続 ⇒ 院内感染ゼロ

2.災害対策の充実 ⇒ 災害対策訓練実施年4回以上

3.地域への広報活動 ⇒ ふれあい新聞 毎月発行、ホームページの見直し 年4回以上

4.組織体制・連携の強化 ⇒ 業務検討委員会 月1回、主任会議 月1回

5.外部研修への参加 ⇒ 1人1回/以上参加（リモート研修可）

6.稼働率・平均利用者数増 ⇒ ベッド稼働率95％以上（前年度：91.2％ショート込）
平均利用者数 47.5人以上（前年度45.56人）

7.超強化型の継続 ⇒ 在宅療養支援等指標（ポイント）70点以上

通所

1.通所リハ利用者様の体調悪化や転倒を予防する ⇒ 利用中止者を前年度以下にする

2.感染症対策の強化 ⇒ 事業所内での新型コロナウイルス発生ゼロ

3.災害対策の強化 ⇒ アクションプランの実施完了にて100％

4.地域での知名度向上 ⇒ 事業所の案内資料作成

5.地域活動へ参加する ⇒ 地域活動に関することの話し合い実施

6.部署職員全員で業務分担が行える ⇒ 利用開始までの業務を全職員が理解し、実際に行える

7.ＩＣＴの活用、記録類の電子化 ⇒ 寿ソフトの活用 タブレット、スマホの導入

8.外部（地域、居宅など）へ通所リハのあり方や仕組みを知って頂く ⇒ 問い合わせ数、
新規利用者獲得数前年度以上

9.利用者数の安定 ⇒ 稼働率８５％以上

在宅部

1.在宅支援病院としての役割遂行 ⇒ 在宅医検討会、木四会等定例会参加

2.円滑な在宅療養移行に向けての退院支援 ⇒ 在宅部会運営、管理
在宅患者に関する情報共有及び情報交換

3.在宅療養支援に必要な知識・技術の向上 ⇒ 在宅医会 事例検討会発表に向けての症例
検討、ケーススタディの実施

4.診療報酬等の基準の遵守 ⇒ データ管理と情報共有

5.訪問系件数の増加を目指す ⇒ 訪問診察 月１２０件をクリアする、訪問リハ 月１４０件

訪問看護
ステーション

1.感染対策の継続 ⇒ 利用者サービス中断０

2.災害対策 ⇒ ＢＣＰの策定

3.自事業所の広報 ⇒ HP更新、関係機関へ広報活動

4.シームレスな在宅支援、多職種連携 ⇒ 在宅部会、病棟カンファレンスへの参加

5.外部研修への参加を推進し職員のスキルアップを図る ⇒ Ｗeb研修等を含め1人2回以上
の参加

6.人材育成 ⇒ 各職員が持てる能力を発揮しながら協力し計画、実行、評価できる人材育成
PDCA：毎月交互に進捗状況報告

7.新規利用者の獲得、訪問件数の増加 ⇒ 利用者の増加（月現在５０件→月７０件へ）
医療訪問利用者（月７件→１０件へ）
退院後特別指示の増加（月１件）
退院時共同指導算定の増加（年間６件）

8.ＩＣＴの活用 ⇒ ＩＣＴによる情報共有（スマートフォンＩＰａｄ等への移行）

7.部署目標
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部署 目標

地域連携室

1.患者様、ご家族様との信頼関係の構築 ⇒ 入院時面談実施率100％、IC同席100％

2.地域連携の強化を図る ⇒ SWとの連携・情報共有、CMとの連携・調整

3.業務改善に取り組む ⇒ 時間外業務内容の把握と時間外業務減少、業務分担の明確化

4.人材育成 ⇒ 現任教育の充実 ①相談員としての教育計画の検討・立案
②院外研修参加（年1回以上）
部署内学習会・退院支援困難事例検討を毎月開催

5.病院機能評価再審査に向け、連携室の質の向上 ⇒ 連携室ﾒﾝﾊﾞｰが機能評価に向けて
役割発揮

6.施設基準の維持 ⇒ データー管理と情報共有

7.適切な病床管理 ⇒ 病床状況に応じた入退院支援

医事課

1.患者サービスの充実 ⇒ 外来アンケート（1回／年）・待ち時間調査（1回／年）

2.介護トータルシステム「壽」の活用 ⇒ なかよし通所での壽活用（通年）

3.業務効率アップに繋がる提案 ⇒ 1回/2ヶ月

4.研修参加しやすい環境つくり ⇒ 院内研修（100％を目指す）院外研修（１回／年以上）

5.有給取得 ⇒ 6回以上／年

6.保険改定の確認と他部署への情報提供と連携 ⇒ 1回/2ヶ月

総務部
企画室

1.新型コロナ対策およびの補助金の積極的な申請 ⇒ 備品・対応の遅れ0件
補助金活用1件以上

2.災害対策の見直し ⇒ 災害対策訓練・感染症研修年2回実施

3.利用者への環境の整備を行う ⇒ 医療機器の検討

4.地域連携室の確立 ⇒ 社会福祉士採用 2名、事務職員（病棟業務兼務）採用 2名

5. ICT化の推進 ⇒ スマホ、インカム等ICT導入1件以上

6.令和5年度電子カルテ更新 ⇒ 定期的な話し合い

7.病院機能評価の認定更新 ⇒ 対策会議を毎月開催

8.中間管理者の育成 ⇒ 年2回ヒアリング実施

9.離職率の低減 ⇒ 離職率10％以下（R3年度14.8％）

10.新卒者採用 ⇒ 新卒者採用 令和5年4月4名

11.物品購入価格の見直し ⇒ 物品購入経費削減

12.補助金を活用した業務効率アップの推進 ⇒顔認証カードリーダーシステムの導入

13.広報誌とﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ見直しによる法人知名度向上 ⇒広報誌年3回、年報年1回作成
HP更新とページビューによる閲覧数チェック

14.人材紹介手数料の削減 ⇒人材紹介会社経由以外採用6名（R3年度3名）

7.部署目標
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8.職業倫理指針

医療法人玉水会倫理指針

医療法人玉水会の職員は、社会の一員として、また医療従事者として誇りを持ち、

病院の理念及び基本方針に掲げる使命を達成するため、職員が遵守すべき行動の規範

を、倫理指針として定める。

私たち玉水会職員は、

１．すべての患者様・利用者様の人格と尊厳を尊重し、人を大切にする医療・介護サービスの
提供を行います。

２．すべての患者様・利用者様に対し公正且つ平等に接し、患者様・利用者様本位の医療・介
護サービスの提供を行います。

３．患者様・利用者様の安全管理に最大の注意を払い、事故発生時は事実を隠すことなく原因
を究明し、その再発防止に当たります。

４．患者様に最良の医療が提供できるように、自己研鑽に励み医療水準の向上に努めます。

５．社会の一員として、すべての法令・規則を遵守いたします。

私たち玉水会職員は、

１．患者様・利用者様の意思を確認し、自己決定権を尊重します。

２．医療や介護サービスの内容、その他必要な事項について分かり易い言葉で真実
のみを丁寧に説明します。

３．患者様・利用者様に有益な医療・介護サービスを提供するとともに、信頼関係
の構築に努めます。

４．守秘義務と個人情報の保護を徹底します

平成１８年０７月０１日制定
平成１９年０４月１９日改訂
平成２３年０４月０１日改訂

職業倫理

臨床倫理
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9.セカンドオピニオンについて

セカンド・オピニオンとは

患者様が検査や治療を受けるに当たり、主治医以外の専門的な知識を持った医師に求める意見

のことを『セカンド・オピニオン』といいます。

医療に関する専門知識が十分ではない患者様にとっては、主治医から詳しい説明を受けただけで

はすぐに重大な決断ができないことがあり、その場合、他の医師の考えを聞いてみたいと思うのは

当然のことです。

複数の専門医に相談して意見を聞くことにより、患者様ご自身が納得できる治療方法を選択でき

るようにするために、セカンド・オピニオンを求めることは、尊重されるべき患者様の権利です。

玉水会病院のセカンド・オピニオンに関する方針

治療方法を決定するのは患者様ご自身ですので、当院ではインフォームド・コンセント（十分な説明

と同意）および自己決定権の尊重が最も重要なことと考えていますが、さらに、複数の専門医の意

見を聞くことにより、患者様がより納得の得られる治療方法をご自身で決定できるよう、セカンド・

オピニオンを推奨します。

1. 他 の 医 療 機 関 の 医 師 の 意 見 を ご 希 望 す る 場 合

当院の地域連携室へ『セカンド・オピニオンを受けたい』旨のご連絡をください。地域連携室

でセカンド・オピニオン外来施設の情報提供及び患者様が希望する病院への調整し、セカン

ド・オピニオンの外来を担当する医師が適切に判断できるよう、当院での診療情報提供書や

検査・画像などの資料を提供します。

2. 当 院 の 医 師 の 意 見 を ご 希 望 す る 場 合

今かかっている医療機関の患者様が「セカンド・オピニオンを玉水会病院で受けたい」とのご

希望につきましては、現在当院でのセカンド・オピニオンは実施しておりません。今後、実施に

向けて整備する予定です。 玉水会病院 院長
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10.患者様の権利

患者様が『守られていること』

患者様に『守っていただきたいこと』

◎ 医療を受ける権利

いつでも人格を尊重した平等かつ最善の医療サービスを受ける権利があります。

◎ 知る権利

病名・診療計画・検査・それらにかかる費用など、納得できるまで十分な情報や説明を受け、

ご理解された上で自分の意思で治療を決める権利があります。

◎ 自己決定権

納得できるまで説明を受け、ご理解された上で自分の意思で治療を決める権利があります。

と同時に事実はしっかり伝えていただき、決定後の治療の指示は守ってください。

◎ プライバシーの権利

個人の秘密や個人情報は固く守られています。
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11.個人情報保護方針

個人情報保護方針

当法人は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的

責務と考えます。

個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、これ

まで以上に個人情報保護に努めます。

１．個人情報の収集・利用・提供

個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集、利用および提供に関

する内部規則を定め、これを遵守します。

２．個人情報の安全対策

個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび漏洩などに関する万

全の予防措置を講じます。万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。

３．個人情報の確認・訂正・利用停止

当該本人（患者様）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止を求められた場合には、

別に定める内部規則により、調査の上適切に対応します。

４．個人情報に関する法令・規範の遵守

個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。

５．教育および継続的改善

個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規則を継続

的に見直し、改善します。

６．診療情報の提供・開示

診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。

７．問い合わせ窓口

個人情報に関するお問い合わせ窓口は下記の通りとします。

個人情報保護相談窓口 地域連携室

平成２５年４月１日

医療法人 玉水会
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診療状況

1.外来患者数 単位：人

項目 種別 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

来院

初診 1,321 1,146 915 1,623 1,639

再診 18,726 17,584 15,858 19,527 17,698

計 20,047 18,730 16,773 21,150 19,337

往診

初診 2 1 0 0 1

再診 64 60 63 37 212

計 66 61 63 37 213

訪問診療

初診 0 0 0 0 1

再診 902 921 1,142 1,207 1,290

計 902 921 1,142 1,207 1,291

検診

初診 29 10 16 18 24

再診 195 163 165 192 159

計 224 173 181 210 183

外来合計

初診 1,352 1,157 931 1,641 1,665

再診 19,887 18,728 17,228 20,963 19,359

計 21,239 19,885 18,159 22,604 21,024

診療日数 291 291 290 291 293

平均患者数
来院 68.9 64.4 57.8 72.7 65.9

全体 73.0 68.3 62.6 77.7 71.7
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2.入院患者数
単位：人、％

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

２Ｆ回復期

新規 151 159 133 114 130

延入院数 7,949 7919 7809 7345 7,241

1日当り 21.7 21.6 21.4 20.1 19.8

利用率 80.7 80.4 79.0 74.5 86.2

病床数 27 27 27 27 27

日数 365 365 366 365 365

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

３Ｆ一般

延入院数 7,930 7843 7358 6574 6,692

1日当り 21.7 21.4 20.2 18 18.3

利用率 83.6 82.6 77.3 69.3 70.6

病床数 26 26 26 26 26

日数 365 365 366 365 365

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

３Ｆ地域包括

延入院数 6,492 6506 6560 6496 6,147

1日当り 17.8 17.8 17.9 17.8 16.8

利用率 98.8 99.0 99.6 98.9 93.6

病床数 18 18 18 18 18

日数 365 365 366 365 365

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

入院合計

延入院数 22,371 22,268 21,727 20,415 20,080

1日当り 61.3 61.0 59.4 55.9 55.0 

利用率 86.3 85.9 83.6 78.8 83.4

病床数 71 71 71 71 71 

日数 365 365 366 365 365
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3.疾患別患者数（入院） 2022年4月～2023年3月

大 分 類 件 数
月当たり
件数

割 合
（％）

感染症及び寄生虫症（Ａ00-Ｂ99） 8 0.66 1.3

新生物（Ｃ00-Ｄ48） 21 1.75 3.5

血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害（Ｄ50-Ｄ89） 3 0.25 0.5

内分泌、栄養及び代謝疾患（Ｅ00-Ｅ90） 40 3.33 6.7

精神及び行動の障害（Ｆ00-Ｆ99） 7 0.58 1.2

神経系の疾患（Ｇ00-Ｇ99） 15 1.25 2.5

眼及び付属器の疾患（Ｈ00-Ｈ59） 0 0.00 0.0

耳及び乳様突起の疾患（Ｈ60-Ｈ95） 5 0.41 0.8

循環器系の疾患【心疾患（Ｉ05-Ｉ52、Ｉ97-Ｉ99）】 59 4.91 9.8

循環器系の疾患【脳血管疾患（Ｉ60-Ｉ69）】 86 7.16 14.3

循環器系の疾患【上記以外の循環器系の疾患（Ｉ00-Ｉ99）】 36 3.00 6.0

呼吸器系の疾患（Ｊ00-Ｊ99） 48 4.00 8.0

消化器系の疾患（Ｋ00-Ｋ93） 63 5.25 10.4

皮膚及び皮下組織の疾患（Ｌ00-Ｌ99） 7 0.58 1.2

筋骨格系及び結合組織の疾患（Ｍ00-Ｍ99） 87 7.25 14.5

腎尿路生殖器系の疾患（Ｎ00-Ｎ99） 26 2.16 4.3

症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類
されないもの（Ｒ00-Ｒ99）

0 0.00 0.0

損傷、中毒及びその他の外因の影響（Ｓ00-Ｔ98） 90 7.5 15.0

合 計 601 50.33 100.0
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4.主な疾患別入院日数 小数点以下第1位まで記載

入院時主病 日数 患者数 1人当り入院日数 入院時主病 日数 患者数 1人当り入院日数

新生物
（Ｃ00-Ｄ48）

14日以内 16

15.1日
呼吸器系の疾患
（Ｊ00-Ｊ99）

14日以内 14

44.4日

30日以内 2 30日以内 11

60日以内 1 60日以内 14

90日以内 2 90日以内 6

120日以内 0 120日以内 3

120日超 0 120日超 0

内分泌、栄養
及び代謝疾患
（Ｅ00-Ｅ90）

14日以内 12

27.8日
消化器系の疾患
（Ｋ00-Ｋ93）

14日以内 50

9.8日

30日以内 10 30日以内 7

60日以内 15 60日以内 4

90日以内 2 90日以内 1

120日以内 0 120日以内 1

120日超 0 120日超 0 

心疾患
（Ｉ05-Ｉ52、Ｉ
97-Ｉ99）

14日以内 10

36.1日
筋骨格系及び
結合組織の疾患
（Ｍ00-Ｍ99）

14日以内 16

45.7日

30日以内 22 30日以内 16

60日以内 14 60日以内 28

90日以内 11 90日以内 19

120日以内 2 120日以内 5

120日超 0 120日超 2

脳血管疾患
（Ｉ60-Ｉ69）

14日以内 34

45.8日 全 体

14日以内 219

35.3日

30日以内 11 30日以内 119

60日以内 13 60日以内 132

90日以内 11 90日以内 96

120日以内 6 120日以内 21

120日超 11 120日超 17
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5.平均在院日数 （年度中の全ての患者が対象）

単位：人、％

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

２Ｆ回復期

新規 122 132 96 100 117

転入 29 22 37 14 13

転出 21 18 7 13 9

退院 130 135 124 103 120

延入院数 7,949 7,176 7,809 7,345 7,241

平均在院日数 52.6 46.7 59.2 63.9 55.9

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

３Ｆ一般

新規 430 413 433 350 364

転入 26 23 9 19 14

転出 213 222 221 178 203

退院 236 216 221 195 165

延入院数 7,930 7,138 6,876 6,171 6,099

平均在院日数 17.5 16.3 15.6 16.6 16.4

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

３Ｆ地域包括

新規 86 71 73 76 109

転入 208 227 200 188 212

転出 15 14 9 11 12

退院 278 284 264 254 308

延入院数 6,492 6,522 6,560 6,496 6,146

平均在院日数 22.1 21.9 24.0 24.6 19.2

区 分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

入院合計

新規 638 616 602 526 590

転入 263 274 246 221 239

転出 249 254 237 202 224

退院 644 635 609 552 593

延入院数 22,371 20,836 21,245 20,012 19,486

平均在院日数 24.9 23.4 25.1 26.7 23.7
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6.入院紹介元・退院先等

【入院紹介元】 単位：人

区分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

医療機関
病院 258 282 226 208 177

診療所 148 141 168 99 174

老人保健施設 3 1 0 0 2

合 計 409 424 394 307 353

【退院先等】 単位：人

急性期病床 地域包括ケア病床 回復期リハ病棟 病院総数

自 宅 47 178 56 281

な
か
え
グ
ル
ー
プ

ひまわり園 33 31 8 72

スイートケアなかよし 11 13 10 34

知恩 3 6 1 10

サンひまわり 0 0 3 3

急性期病院 30 20 12 62

療養病院 245 11 15 271

施
設
等

特別養護老人ホーム 0 3 5 8

介護老人保健施設 1 0 0 1

有料老人ホーム等 1 18 14 33

グループホーム 0 6 1 7

死 亡 22 10 3 35

合 計 393 296 128 817
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7-1.年齢別患者数（外来）
単位：人、歳

区分 ０～6歳 7～19歳 20～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 合計 平均年齢

4月

男 3 3 106 36 74 260 482 68.2 

女 0 4 87 38 55 531 715 76.9 

計 0 7 193 74 129 791 1,197 73.4 

5月

男 0 0 80 39 57 271 447 71.2 

女 0 2 81 33 55 524 695 77.3 

計 0 2 161 72 112 795 1,142 75.0 

6月

男 1 6 98 36 61 284 486 69.6 

女 0 2 87 30 56 548 723 77.2 

計 1 8 185 66 117 975 1,209 74.2 

7月

男 5 7 124 43 69 319 567 67.6 

女 0 5 142 34 70 594 845 74.8

計 5 12 266 77 139 913 1,412 71.9 

8月

男 0 10 113 49 75 332 579 68.7

女 0 5 135 34 81 613 868 74.6

計 0 15 248 83 156 945 1,447 72.3

9月

男 0 4 86 42 58 304 494 70.8

女 0 0 99 35 63 561 758 77.0

計 0 4 185 77 121 865 1,252 74.5

10月

男 1 3 93 38 61 313 509 70.6

女 1 1 86 26 58 542 714 77.6

計 2 4 179 64 119 855 1,223 74.7

11月

男 0 17 157 47 65 336 622 66.1

女 1 2 144 40 70 612 869 74.6

計 1 19 301 87 135 948 1,491 71.1

12月

男 0 6 127 45 76 352 606 68.6

女 0 2 116 39 89 597 843 75.5

計 0 8 243 84 165 949 1,449 72.6

1月

男 0 5 102 40 56 316 519 69.8

女 0 4 97 35 62 546 744 76.2

計 0 9 199 75 118 862 1,263 73.5

2月

男 0 2 75 31 51 272 431 71.2

女 0 0 74 27 45 500 646 78.1

計 0 2 149 58 96 772 1,077 75.3

3月

男 1 6 90 41 55 302 495 70.0

女 0 1 87 34 65 548 735 77.0

計 1 7 177 75 120 850 1,230 74.2

年計

男 11 69 1,251 487 758 3,661 6,237 69.3

女 2 28 1,235 405 769 6,716 9,155 76.4

計 13 97 2,486 892 1,527 10,377 15,392 73.5
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診療状況

7-2.年齢別患者数（入院）
単位：人、歳

区分 ０～6歳 7～19歳 20～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 合計 平均年齢

4月

男 0 0 1 1 2 23 27 79.2

女 0 0 2 0 2 66 70 86.9

計 0 0 3 1 4 89 97 84.4

5月

男 0 0 0 0 2 27 29 82.6

女 0 0 3 1 1 65 70 85.4

計 0 0 3 1 3 92 99 84.6

6月

男 0 0 1 1 5 37 44 79.5

女 0 0 6 1 1 64 72 83.2

計 0 0 7 2 6 101 116 81.8

7月

男 0 0 0 2 2 37 41 81.3

女 0 0 3 3 2 60 68 83.8

計 0 0 3 5 4 97 107 82.9

8月

男 0 0 0 1 4 29 34 81.1

女 0 0 1 1 0 62 64 86.1

計 0 0 1 2 4 91 98 84.4

9月

男 0 0 1 2 2 33 38 79.5

女 0 0 1 0 1 66 68 86.6

計 0 0 2 2 3 99 106 84.1

10月

男 0 0 8 0 3 20 31 70.6

女 0 0 1 1 0 70 72 85.5

計 0 0 9 1 3 90 103 81.0

11月

男 0 0 2 0 2 34 38 79.2

女 0 0 2 0 0 69 71 85.1

計 0 0 4 0 2 103 109 83.1

12月

男 0 0 4 1 2 37 44 79.1

女 0 0 4 0 1 65 70 83.4

計 0 0 8 1 3 102 114 81.7

1月

男 0 0 1 1 2 27 31 79.1

女 0 0 2 0 1 46 49 84.4

計 0 0 3 1 3 73 80 82.3

2月

男 0 0 0 0 1 35 36 83.0

女 0 0 1 0 1 57 59 85.1

計 0 0 1 0 2 92 95 84.3

3月

男 0 0 1 2 2 42 47 80.9

女 0 0 6 3 0 61 70 81.1

計 0 0 7 5 2 103 117 81.0

年計

男 0 0 19 11 29 381 440 79.5

女 0 0 32 10 10 751 803 84.7

計 0 0 51 21 39 1,132   1,243 82.9
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診療状況

8-1.リハビリテーションの実績

リハビリテーション患者数
新患 入院 360人 外来 34人 合計 394人

再診 入院 121人 外来 47人 合計 168人

総計 526人

・疾患別リハビリテーション算定実績

疾患別リハビリテーション 算定単位数

脳血管等リハビリテーション（廃用以外） 27,116単位

脳血管等リハビリテーション（廃用） 26,086単位

運動器リハビリテーション 32,007単位

呼吸器リハビリテーション 2,427単位

がん患者リハビリテーション 223単位

摂食機能療法 517単位
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診療状況

8-1.リハビリテーションの実績
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診療状況

8-1.リハビリテーションの実績
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診療状況

8-2.リハビリテーションの実績（訪問）

・訪問リハビリテーションの実績

R3年度 1,598件

R4年度 1,602件
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診療状況

9.手術症例・検査

（2022.4～2023.3）

手術・検査名 件数

●上部消化管内視鏡関連

内視鏡的胃・十二指腸ポリープ・粘膜切除術 235 

内視鏡的消化管止血術 37

内視鏡的食道及び胃内異物摘出術 1

●下部消化管内視鏡関連

内視鏡的大腸ポリープ切除術（２ｃｍ未満） 121

内視鏡的大腸ポリープ切除術（２ｃｍ以上） 0 

小腸結腸内視鏡的止血術 2

●皮膚切開術（長径10ｃｍ未満） 1

●関節脱臼非観血的整復術（手） 1

●胃ろう増設術 0

●コンピュータ断層撮影診断（ＣＴ撮影） 1,871

●超音波検査

心エコー 307

腹部エコー 844

その他 28
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診療状況

10.いしき訪問看護ステーション実績

令和4年4月～令和5年3月

単位：回

区 分 20分未満 30分未満 30分未満夜間 30～60分 60～90分 合計

介護保険

要支援１ 0 43 0 0 0 43

要支援２ 0 207 0 0 1 208

要介護１ 1 692 1 12 0 706

要介護２ 1 245 3 35 0 284

要介護３ 1 145 15 25 0 187

要介護４ 1 245 1 63 0 310

要介護５ 1 362 1 17 2 381

小計 5 1,939 21 152 2 2,119

医療保険 1,184

合 計 3,303

総計（人） 内訳

在宅看取り 8
玉水会 6

他院 2

総計（件） 内訳（件）

夜間緊急対応
239 

緊急訪問 95 うち緊急入院 2

相談 144
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診療状況

11.介護老人保健施設スイートケアなかよし実績

入所延べ日数

区分 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 内ショートステイ

要介護１ 823 2,735 2,702 2,142 2,298 0

要介護２ 3,436 2,175 2,081 1,917 3,699 35

要介護３ 3,922 4,737 3,455 3,209 2,184 7

要介護４ 5,438 4,436 5,710 6,569 5,918 16

要介護５ 3,836 3,306 3,294 2,782 2,903 93

計 17,455 17,504 17,268 16,674 17,002 151

1日当たり入所者数 47.8 48.0 47.3 45.7 46.5

ｼｮｰﾄｽﾃｨ（内数） 175 115 26 55 

通所リハビリテーション 令和4年4月～令和5年3月 単位：回

区分 1～2時間 2～3時間 3～4時間 4～5時間 5～6時間 6～7時間 計

要介護１ 31 1 1 382 11 1,439 1,865

要介護２ 152 0 1 6 8 1,213 1,380

要介護３ 0 0 0 148 4 639 791

要介護４ 0 0 0 0 1 167 168

要介護５ 0 0 0 0 1 224 225

計 183 1 2 536 25 3,682 4,429

1日当たり利用者数 0.6人 0.0人 0.1人 1.7人 0.1人 11.9人 14.3人

稼働日数 309

要支援１ 64

要支援２ 70

計 134

1月当り利用者数 11.1人



37

診療状況

12.医療法人 玉水会 職員数
単位：人

区 分 常勤 非常勤 常勤換算

医師 7 9 10.3

看護師 42 7 47.5

准看護師 4 1 4

看護助手 5 8 10.2

病院クラーク 0 2 1.2

薬剤師 2 4 5.1

臨床検査技師 1 1 1.3

管理栄養士 4 0 4

診療放射線技師 0 2 1

理学療法士 18 0 18

作業療法士 9 1 9.8

言語聴覚士 4 1 4.8

歯科衛生士 1 0 1

社会福祉士 2 0 2

介護福祉士 13 2 14.8

介護士 2 0 2

介護支援専門員 1 0 1

支援相談員 1 0 1

老健クラーク 0 2 2

事務職員 14 4 16.8

外国人技能実習生 0 2 2

合 計 130 46 159.8

※常勤職員で複数の資格を有する者は主たる業務で計上

令和4年4月1日現在
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研修・勉強会・講演会等

1.院内研修

■院内研修（全職員対象）

実施日 内 容 主 催

R3.6.21～27 ・医療安全（当院における令和2年度医療安全報告 ） 医療安全委員会

R3.7.19～25 ・放射線医療安全(診療用放射線の安全利用 ） 放射線科

R3.8.24～30 ・感染対策（ＣＯＶＩＤ１９の感染対策） 感染対策委員会

R4.1.25～31 ・感染対策（新型コロナウィルス感染対策） 感染対策委員会

R4.2.21～27

・医療安全（R3年度医療安全・医薬品安全報告） 医療安全委員会

・医薬品安全管理
（「医療事故の再発防止に向けた提言(第15号)～薬剤の
誤投与に係る死亡事例の分析～」から学ぶこと）

医療安全委員会

■看護職員

実施日 内 容

9月 褥瘡勉強会

10月 骨折リエゾンサービス勉強会

12月 臨床倫理勉強会

3月 認知症研修

■看護補助職員

実施日 内 容

9月

・医療制度の概要
・医療機関について
・医療チームの機能と役割
・看護補助者の業務、責任、倫理、心得
・業務遂行のための基本的な知識、技術（医療安全・感染防止・労働安全衛生）

■介護職員

実施日 内 容

5月 介護科歯科研修

8月 介護教育部会 看取り

10月 緊急時対応

11月 吸引・注入確認

1月 介護科歯科研修

3月 接遇
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研修・勉強会・講演会等

2.院内研究発表会

第27回院内研究発表会

◎日 時： 令和4年 12月 15日（木）16：30 ～ 17：50

◎場 所： 5階レクレーション室

順番 部署 演 題

１ 放射線科 患者様に優しい撮影補助具の作成

２ 2Ｆ病棟 患者のＡＤＬに応じた退院支援のあり方を考える

３ リハビリテーション科 心疾患患者リハビリ介入で見えてきた課題

４ 3Ｆ病棟 一般病棟での認知症高齢者との関わりで抱く感情

５
介護老人保健施設
スイートケアなかよし 技能実習生の受け入れを通して学んだこと

６ 栄養科 「災害対策」 ～模擬訓練から分った事～



40

研修・勉強会・講演会等

3.院外研修

日付 研修名 場所 部署 参加者数

4/15 感染予防、看取り、看護師の役割 web研修 老健 10

4/15 第119回日本内科学会総会・講演会 web研修 診療部 1

5/30 介護報酬セミナー TKPｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ鹿児島中央 事務長 1

6/1 循環器疾患患者の看護 入門編 web研修 看護部 1

6/22 県老健協会 事務長会・看介護部会・支援相談部会合同研修会 県医師会館 事務長 1

6/24 鹿児島市在宅医会及び講演会 web研修 地域連携 1

7/1 看護研修の基礎Ⅰ、Ⅱ 県看護協会 看護部 1

7/5 高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修会 県看護協会 老健 1

8/2 2022年度老人保健施設管理医師総合診療研修会 web開催 本部 1

8/6 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修 県看護協会 看護部 2

8/7 福祉・保健医療職場 就職ガイダンス 就職面談会 鹿児島ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ 総務 2

8/10 入退院支援 基礎編 県看護協会 看護部 1

8/10 認知症介護基礎研修 24時間受講可 web研修 老健 2

8/10 入退院支援 基礎編 県看護協会zoom 看護部 1

8/17 認定看護管理者教育課程：ファーストレベル研修 県看護協会 看護部 1

8/25 2022年度BCP支援セミナー TKPｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ鹿児島中央 企画室 1

8/27 withコロナ時代の感染対策 県看護協会zoom 老健 1

9/6 フィジカルアセスメント 応用編 県看護協会zoom 看護部 1

9/16 改正育児・介護休業法等説明会 黎明館 総務 1

9/28 循環器看護 基礎編 県看護協会zoom 看護部 1

10月上旬～アセッサー講習 第1期 ｅﾗｰﾆﾝｸﾞ 老健 1

10/3 安全運転管理者講演会 法定講習 市民文化ﾎｰﾙ 事務長 1

10/7 障害者就職面接会 県民交流ｾﾝﾀｰ 総務 1

10/7 アドバンスケアプランニング 県看護協会 看護部 1

10/7 アドバンスケアプランニング 県看護協会 地域連携 1

10/8 2022年度 回復期リハ病棟専従医師研修会 web 診療部 1

10/8 意思決定支援と医療安全 zoom 看護部 1

10/11 循環器看護 応用編 県看護協会zoom 看護部 2

10/13 ２０２２年度民間社会福祉施設職員等ｵﾝﾗｲﾝ海外研修 web 老健 1

10/24 入退院支援 応用編 県看護協会zoom 看護部 2

11/2 アサーティブコミュニケーション 県看護協会 看護部 1

11/4 看護職員認知症対応力向上研修 12/2,1/24 計３日間 県看護協会 看護部 1

11/8 看護研究のまとめ・発表 県看護協会 看護部 1

11/16 技能実習指導員講習 自治会館 看護部 1

11/17 技能実習責任者講習 自治会館 総務 1

11/22 協会けんぽ 生活習慣病予防特定検診に係る見学 林内科胃腸科病院 医事課 3

11/26 臨床倫理のすすめ 県看護協会 看護部 3

11/30 じょくそうとスキンテアに対するケア 県看護協会 看護部 1

11/中旬～ 令和4年度介護老人保健施設経営ｾﾐﾅｰ ｗｅｂ研修 老健 3

12/20 2022年12月度在宅連携カンファレンス 天文館 地域連携 2

12/27 鹿児島県保健医療圏域病院連絡会議 入退院支援ﾙｰﾙ運用について 県民交流ｾﾝﾀｰ 地域連携 1

1/26 2023年1月度在宅連携カンファレンス web 地域連携 2

1/30 看取りの看護 県看護協会 看護部 1

2/7 とろみ粘度のばらつき解決セミナー ｗｅｂ研修 老健 1

2/14 レジオネラ症感染防止研修会 県民交流ｾﾝﾀｰ 企画室 1

2/14 鹿児島県老人保健施設大会 県医師会館 老健 1

2/18 認知症ケアの心構え ｗｅｂ研修 老健 1

2/18 特定行為研修修了者フォローアップ研修 今村総合病院 看護部 1

2/22 2023年2月度在宅連携カンファレンス web 地域連携 1

2/24 令和4年度外国人介護人材研修会 鹿児島ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ 老健 2

2/27 病院広報担当者の事例も聞けるｵﾝﾗｲﾝｲﾍﾞﾝﾄ ｗｅｂ研修 企画室 1

3/23 2023年3月度在宅連携カンファレンス web 地域連携 2
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学会・研究会発表・講演会・講義・地域貢献活動

4-1.学会・研究会発表

学会・研究会名 第33回日本老年医学会九州地方会

日時 令和5年3月4日

場所 北九州国際会議場

発表者

医療法人 玉水会 内科

小瀨戸 一平、小瀨戸 佐知代、川添 真理子

医療法人 玉水会 薬剤科

中村 千鶴子、福田 綾子

演題名 ポリファーマシーへの介入を行った心不全の一例
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4-2.講演会・講義

■講演会

講演内容 医師 日時 場所

鹿児島産業保健総合支援センター産業保健研修会

・うつ病の「働く人」の治療と職場復帰支援 心療内科 長友 医継 令和4年4月27日 光健ボイスビル

・「働く人」と解離性障害 心療内科 長友 医継 令和4年6月8日 光健ボイスビル

・生活習慣と「うつ」 心療内科 長友 医継 令和4年8月10日 光健ボイスビル

・「働く人」と睡眠 心療内科 長友 医継 令和4年10月12日 光健ボイスビル

令和4年度鹿児島労働安全衛生大会

新型コロナウイルス感染症とメンタルヘルス
ーコロナ禍で「働く人」がメンタルヘルス不調をきたさないためにー

心療内科 長友 医継 令和4年7月1日 鹿児島市民文化ホール

令和4年度高齢者権利擁護等推進事業における看護職員研修会

・認知症高齢者の理解 心療内科 長友 医継 令和4年7月6日 鹿児島県看護研修会館

日置地区日医認定産業医研修会

・「働く人」のライフサイクルとメンタルヘルス 心療内科 長友 医継 令和4年7月21日 日置市医師会館

2022年度成年後見人材育成研修

・成年後見活動における判断能力のとらえ方 心療内科 長友 医継 令和4年9月3日 鹿児島県社会福祉セミナー

令和4年度認知症あんしんセミナー

・認知症の早期発見から治療・対応・支援について
ー認知症ケアパスー

心療内科 長友 医継 令和4年9月9日 かごしま市民福祉プラザ

令和4年度介護福祉士ファーストステップ研修会

・認知症の医学的管理 心療内科 長友 医継 令和4年10月5日 鹿児島県市町村自治会館

令和4年度認知症対応型サービス事業開設者研修（ＷＥＢ）

・認知症高齢者の基本的理解 心療内科 長友 医継 令和4年11月11日 かごしま県民交流センター

■講義

講義内容 医師 日時 場所

認知症と高齢者のこころの病気① 心療内科 長友 医継 令和4年10月21日 かごしま県民交流センター

認知症と高齢者のこころの病気② 心療内科 長友 医継 令和4年10月28日 かごしま県民交流センター

学会・研究会発表・講演会・講義・地域貢献活動
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4-3.地域貢献活動（地域団体に所属、活動）

所 属 医 師

■鹿児島市医師会 副会長 心療内科 長友 医継

■認知症初期集中支援チーム員会議 心療内科 長友 医継

■鹿児島県医師会 女性医師委員会 委員 消化器内科 長友 由紀子

■鹿児島市医師会 女性医師委員会 副部会長 消化器内科 長友 由紀子

学会・研究会発表・講演会・講義・地域貢献活動
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地域への情報発信

1.健康教室

開催日 テーマ 講師 開催場所

新型コロナ感染防止対策のため、令和4年度の健康教室は中止しました。
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地域への情報発信

2.臨床研修等受入実績
単位：人

区 分 平成30年度平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 受入部署

看 護 師

1年生 16

令
和
2

年
度
～
令
和
4

年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
受
入
は
無
し

看護部
2年生 8 6

3年生 8

専門課程2年生 18 16

1年生

老健2年生 9 15

3年生 5

理学療法士

1年生

リハ科

2年生 1 1

3年生 1 1

作業療法士

1年生 2

2年生

3年生

言語聴覚士

1年生

2年生

3年生

管理栄養士

1年生

栄養科2年生

3年生

特別支援学校（高校） 1年生 1

老健

医学部 2年生 10

歯科衛生士

1年生

2年生

3年生 26 3

介護福祉士
1年生 0

2年生 4 4

医療事務
1年生

医事課
2年生

合 計 109 46 0 0 0
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地域への情報発信

3.広報誌

【2022年春号】
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地域への情報発信

3.広報誌

【2022年秋号】
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地域への情報発信

3.広報誌

【2023年春号】
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関連事業所

1.医療法人 玉水会

医療法人 玉水会

医療・介護施設

施設名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 許認可日

玉水会病院 890-0005 鹿児島市下伊敷1丁目1-5 099-223-3330 099-222-6541 S34.1.30

介護老人保健施設
スイートケアなかよし

890-0005 鹿児島市下伊敷1丁目1-5 099-223-3390 099-223-6957 H12.4.1

居宅介護支援事業所，居宅介護サービス事業所等

事業所名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 許認可日

いしき訪問看護ステーション 890-0015
鹿児島市草牟田町3-21
サンコーポ菩提樹303号

099-225-6415 099-295-3935
H8.9.24（医療）

H12.4.1(介護）

スイートケアなかよし
通所リハビリテーション

890-0005 鹿児島市下伊敷1丁目1-5 099-223-3390 099-223-6957 H12.4.1

玉水会病院
訪問リハビリテーション

890-0005 鹿児島市下伊敷1丁目1-5 099-223-3330 099-222-6541 H12.4.1
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関連事業所

2.社会福祉法人 中江報徳園

施設名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 許認可日

特別養護老人ホーム ひまわり園

891-1205 鹿児島市犬迫町5407-2

099-238-2140

099-238-0084

H12.4.1

ひまわり園ショートスティ 099-238-2140 H12.4.1

デイサービスセンター ひまわり園 099-238-5741 H11.12.10

訪問入浴 ひまわり園 099-238-0375 H11.11.30

ひまわり園活き生きセンター 099-238-0581 H16.5.1

施設名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 許認可日

グループホーム サンひまわり 890-0005 鹿児島市下伊敷1丁目44-11 099-218-2045 099-229-0718 H18.4.1

施設名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 許認可日

小規模多機能ホーム ひとまとわとり

890-0008

鹿児島市伊敷5丁目4－17
伊敷ひまわりモール1階

099-295-0792

099-295-0838

H29.9.27

グループホーム サンシャインひまわり
鹿児島市伊敷5丁目4－17
伊敷ひまわりモール2階

099-295-0793 H29.9.26

住宅型有料老人ホーム 知恩
鹿児島市伊敷5丁目4－17
伊敷ひまわりモール3階

099-295-0794 H29.10.1

介護支援センター ひまわり園 鹿児島市伊敷5丁目4－17
伊敷ひまわりモール1階

099-295-0795 H11.8.4

ヘルパーステーション ひまわり園 099-295-0795 H11.12.13
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関連事業所

3.アクセス

国道3号線沿い、伊敷中学校前バス亭より徒歩2分
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